
主
な
記
事

河
﨑
茂
新
会
長
あ
い
さ
つ

入
札
契
約
改
善
へ
注
力

土
志
田
体
制
を
継
承
・
継
続新

体
制
の
船
出
を
祝
う

盛
大
に
懇
親
会 横　顔

強面でも一家言
　河﨑新会長　

河﨑新体制
スタート

全　中　建　だ　よ　り（１） 第号年（令和年）　月日（金曜日）

　
一
見
す
る
と﹁
強
面
﹂風
で

身
長
も
高
く
威
圧
感

そ
の

風
貌
か
ら
母
親
を
連
れ
て
総

理
が
主
催
す
る
﹁
桜
を
見
る

会
﹂に
呼
ば
れ
て
も
警
護
警

察
官
の
Ｓ
Ｐ
か
ら
呼
び
止
め

ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば


　
し
か
し
ひ
と
た
び

地
方

公
共
団
体
の
入
札
契
約
制
度

の
あ
り
方
を
語
ら
せ
れ
ば


﹁
地
方
公
共
団
体
は
品
確
法

改
正
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い

な
い
﹂
と
公
共
発
注
者
に
も

舌
鋒
鋭
く
切
り
込
む


月

の
改
正
建
設
業
法
全
面
施
行

を
控
え

標
準
労
務
費
導
入

が
業
界
転
機
と
期
待
さ
れ
る

な
か

河
﨑
新
会
長
の
舵
取

り
は
い
か
に


第２面　地域社会に貢献する地場
産業へ定時総会

第３面　土志田体制　３期６年の
軌跡を振り返る

第４面　建退共制度　退職金増額
へ新たな動き

　
総
会
後
に
は
懇
親
会
が
開

か
れ

改
め
て
河
﨑
新
会
長

以
下
日
野
大
矢
長
谷
川


梶
本

山
本

舩
山
各
副
会

長
が
紹
介
さ
れ
た

来
賓
に

は

吉
岡
幹
夫
事
務
次
官

︵
当
時
︶を
始
め
と
す
る
国
土

交
通
省
幹
部
も
出
席
し
た


　
来
賓
を
代
表
し
て
吉
岡
事

務
次
官
は

﹁
将
来
を
見
通

す
た
め
に
は
事
業
規
模
を
確

保
し
な
い
と
い
け
な
い



兆
円
﹃
強
﹄
の
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
た

毎
年
の
予
算
確
保

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
﹂と
し
た
う
え
で


﹁
予
算
を
中
小
企
業
ま
で
行

き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
が
大

事

直
轄
が
先
導
す
る
取
り

組
み
を
市
町
村
ま
で
横
展
開

す
る
こ
と
が
大
事
﹂と
し
た


　
総
会
で
披
露
し
た
新
体
制

右
か
ら
河
﨑
茂
新
会
長
︵
神
奈
川

県
中
小
建
設
業
協
会
︶

以
下
は
副
会
長
の
日
野
一
基
︵
大
阪
府

中
小
建
設
業
協
会
︶

大
矢
伸
明
︵
愛
知
県
土
木
研
究
会
︶

長

谷
川
智
彦
︵
静
岡
県
中
小
建
設
業
協
会
︶

梶
本
正
五
︵
全
中
建

広
島
県
支
部
︶

山
本
厚
︵
福
井
地
区
建
設
業
会
︶

舩
山
雅
弘

︵
み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協
会
︶
の
各
氏

　
６
人
の
副
会
長
と
と
も

に

土
志
田
体
制
で
実
施
し

て
き
た
こ
と
を
継
承
し

協

会
運
営
に
尽
力
し
て
い
く


会
員
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い


　
昨
年
６
月
に
第
三
次
担
い

手
３
法
が
成
立
し
た

こ
の

法
律
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
の

担
い
手
や

地
域
の
守
り
手

で
あ
る
建
設
業
界
が
そ
の
役

割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ

う

担
い
手
の
確
保
と
生
産

性
向
上

地
域
に
お
け
る
対

応
力
強
化
を
目
的
に
し
た
も

の
で
あ
り

わ
れ
わ
れ
中
小

建
設
業
界
も
こ
れ
に
応
え
て

い
く
必
要
が
あ
る


　
し
か
し
な
が
ら

発
注
者

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
は
こ

れ
ま
で
の
法
改
正
で
も
改
正

の
趣
旨
理
解
が
進
ま
な
い
こ

と
で

中
小
建
設
業
を
取
り

巻
く
入
札
契
約
環
境
が
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る


そ
の
た
め

環
境
改
善
へ
向

け
た
活
動
を
し
て
い
く


　
ま
た

事
業
規
模
を
お
お

む
ね

兆
円
強
程
度
を
目
安

と
す
る

国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

た

地
域
に
暮
ら
す

人
の

命
と
生
活
を
守
る
地
域
の
守

り
手
と
し
て
そ
の
役
割
を
担

う
地
域
の
中
小
建
設
業
に
と


て
大
き
な
励
み
と
な
り


事
業
継
続
の
た
め
に
は

適

正
な
利
潤
が
見
込
め
る
入
札

契
約
の
環
境
改
善
が
必
要

だ

そ
の
た
め
特
に
市
町
村

に
対
し
て
品
確
法
の
趣
旨
に

沿

た
適
正
な
入
札
契
約
が

な
さ
れ
る
よ
う

国
か
ら
強

く
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い


　
全
中
建
と
し
て
も
昨
年
に

引
き
続
き

全
国
ブ
ロ

ク

別
意
見
交
換
会
を
開
催
し


会
員
団
体
の
抱
え
て
い
る
課

題
を
洗
い
出
し

行
政
機
関

と
認
識
を
共
有
し

入
札
契

約
制
度
の
改
善
な
ど
を
強
く

求
め
て
い
く

今
後
と
も
会

員
企
業
の
経
営
が
持
続
可
能

と
な
る
よ
う

適
正
な
利
潤

の
確
保
な
ど

経
営
の
安
定

化
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し

て
い
く


中
野
国
交
相

　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
は

６
月

日

東
京
都
港
区
の

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
２

０
２
５
年
度
定
時
総
会
・
理

事
会
を
開
き

土
志
田
領
司

会
長
の
退
任
と

河
﨑
茂
副

会
長
の
新
会
長
就
任
を
決
め

た

河
﨑
新
会
長
は

中
小

元
請
企
業
の
声
を
代
弁
す
る

こ
と
を
活
動
の
柱
に
据
え
て

き
た
土
志
田
体
制
を
継
承
・

継
続
す
る

特
に
入
札
契
約

改
善
に
注
力
す
る


︵
関
連
２
面
︶

　
河
﨑
新
会
長
は
副
会
長
兼

広
報
委
員
長
と
し
て
土
志
田

体
制
を
支
え
て
き
た

今
年

２
月
に
は
全
中
建
な
ど
主
要

建
設
４
団
体
と
中
野
洋
昌
国

土
交
通
相
が
首
相
官
邸
で
開

い
た
﹁
車
座
﹂
に
土
志
田
会

長
︵
当
時
︶
に
代
わ

て
河

﨑
新
会
長
が
出
席

賃
上
げ

し
た
く
て
も
ダ
ン
ピ
ン
グ

︵
過
度
な
安
値
受
注
︶
し
な

け
れ
ば
受
注
で
き
な
い
自
治

体
発
注
工
事
の
現
状
を
説

明

予
定
価
格
に
近
い
価
格

で
の
受
注
が
可
能
な
環
境
整

備
を
求
め
た

出
席
し
た
中

野
国
交
相
は

﹁
皆
さ
ん
は

地
域
貢
献

地
域
社
会
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
な
ど
を
担
い


災
害
時
に
は
地
域
の
守
り

手
﹂
と
し
た
う
え
で

﹁
今

後
も
持
続
的
に
存
続
す
る
た

め
に
は
処
遇
改
善
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
﹂
と
し
た




令
和
７
年
度
会
長
表
彰
一
覧︵
敬
称
略
︶

中小建設業に安定経営を
社
会
に
貢
献
す
る
地
場
企
業

担
い
手
確
保
な
ど

項
目
柱
に

安
心
な
地
域
づ
く
り
へ
貢
献

土
志
田
会
長
あ
い
さ
つ

共
済
制
度

運
営
委
員
会

大矢氏が国交大臣表彰

財
務
委
員
会

究極は落札基準見直し
木下氏が講演

全　中　建　だ　よ　り （２）第号 年（令和年）　月日（金曜日）

　
全
国
に
は
災
害
に
対
し
脆

弱
な
地
域
が
多
数
あ
る

ま

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

に
よ
り

地
域
住
民
の
生
活

に
支
障
を
き
た
す
大
規
模
な

事
故
も
多
発
し
て
い
る

そ

の
た
め
災
害
対
策
と
同
様


イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
も

早
急
な
対
応
が
必
要
に
な


て
い
る

人
々
の
命
と
暮
ら

し
を
守
り

安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
も
公
共
事

業
費
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保
に
よ
り
防
災
・
減
災


国
土
強
靱
化
対
策
を
着
実
に

進
め

安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
が
重
要

に
な
る


　
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計

画
の
閣
議
決
定
前
に
は

社

会
資
本
整
備
推
進
の
た
め
の

要
望
活
動
も
実
施

具
体
的

に
は

前
計
画
を
大
幅
に
上

回
る
事
業
規
模
と
当
初
予
算

で
の
計
上

地
域
建
設
業
の

受
注
機
会
確
保
を
要
望
し

た

中
小
建
設
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
い
ま
だ
に
厳
し

く

少
し
で
も
会
員
企
業
が

安
定
経
営
で
き
る
よ
う
な
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い


　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
は
６
月

日

２
０
２
５
年
度
定
時
総
会
・
理
事
会
を
開
き

地
域

社
会
に
貢
献
す
る
地
場
産
業
を
目
指
す

河
﨑
茂
会
長
の
新
体
制
が
ス
タ

ト
し
た

総
会
に

は
来
賓
と
し
て

中
野
洋
昌
国
土
交
通
相
が
出
席

地
域
の
守
り
手
で
あ
る
全
中
建
と
一
丸
と

な

て
持
続
的
発
展
に
取
り
組
む
考
え
を
強
調
し
た


　
︵
１
面
参
照
︶

　
総
会
で
は

年
度
決
算


役
員
選
任
を
承
認
し
た
ほ

か


年
度
事
業
報
告
・
収

支
予
算
な
ど
を
報
告
し
た


　

年
度
事
業
計
画
で
は


▽
公
共
事
業
予
算
の
継
続
的

な
確
保
と
受
注
機
会
確
保
▽

建
設
産
業
施
策
に
関
す
る
対

応
と
推
進
▽
入
札
制
度
及
び

契
約
の
適
正
化
▽
積
算
適
正

化
対
策
▽
生
産
性
向
上
と
キ


リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
へ

の
対
応
▽
働
き
方
改
革
及
び

担
い
手
確
保
と
育
成
に
関
す

る
対
策
▽
建
設
工
事
安
全
衛

生
対
策
▽
中
小
建
設
業
者
の

税
制
対
策
等
▽
中
小
建
設
業

者
の
組
織
強
化
対
策
▽
環
境

等
対
策
▽
災
害
対
策


の


項
目
を
掲
げ
た

ま
た
建

設
業
振
興
功
労

人
を
会
長

表
彰
し
た


　
河
﨑
新
会
長
は

総
会
後

の
臨
時
理
事
会
で
土
志
田
領

司
会
長
が
退
任
︵
退
任
あ
い

さ
つ
は
３
面
に
掲
載
︶

互

選
で
決
め
た


　
そ
の
後

社
会
基
盤
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
所
の
木
下
誠

也
代
表
理
事
が

﹁
第
三
次

担
い
手
３
法
を
受
け
て
中
小

建
設
業
界
は
ど
う
変
わ
る
﹂

と
題
し
て
講
演
し
た


　全国中小建設業協会の大
矢伸明副会長（太啓建設社
長、愛知県舗装技術研究会
会長、（一社）愛知県土木
研究会会長）は「年建
設事業関係功労者等国土交
通大臣表彰」を受賞した。

　７月日には国交省階共用大会議室で
表彰式を開いた。分野人が受賞した。

　
全
中
建
の
共
済
制
度
運
営

委
員
会︵
山
田
孝
司
委
員
長
︶

は
５
月

日

東
京
都
東
銀

座
の
コ

ト
ヤ

ド
・
マ
リ

オ

ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で

運
営
委
員
会
を
開
い
た

議

題
は

▽
災
害
補
償
▽
あ
ん

し
ん
工
事
保
険
▽
災
害
共
済

の
運
営
▽
配
当
還
付
金
等
の

支
部
還
付
｜
｜
に
つ
い
て


朝
日
生
命
三
井
住
友
海
上


東
京
海
上
日
動
の
各
担
当
者

が
説
明
し
た

災
害
共
済
制

度
は
朝
日
生
命
が
１
０
０
％

引
き
受
け
る
こ
と
を
承
認
し

た



建
設
業
振
興
功
労


　
▽
畑
中
武
久
︵
一
般
社
団

法
人
八
戸
建
設
業
協
会

畑

中
建
設
工
業
株
式
会
社
︶

　
▽
海
野
尚︵
全
中
建
岩
手


菱
和
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
土
田
勝
広
︵
一
般
社
団

法
人
み
や
ぎ
中
小
建
設
業
協

会

株
式
会
社
石
井
土
木
︶

　
▽
本
間
伸
一
︵
一
般
社
団

法
人
山
形
県
建
築
協
会

本

間
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
田
口
恵
一
郎
︵
全
中
建

茨
城

田
口
建
設
工
業
株
式

会
社
︶

　
▽
宇
賀
神
勝
︵
全
中
建
栃

木

機
械
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
菊
池
三
紀
男
︵
全
中
建

栃
木

株
式
会
社
菊
地
組
︶

　
▽
齋
藤
和
実
︵
全
中
建
栃

木

株
式
会
社
斉
藤
組
︶

　
▽
蓼
沼
法
彦
︵
全
中
建
栃

木

株
式
会
社
楯
建
設
︶

　
▽
上
之
原
一
光
︵
一
般
社

団
法
人
東
京
都
中
小
建
設
業

協
会

株
式
会
社
上
之
原
工

務
店
︶

　
▽
中
村
仁
志
︵
一
般
社
団

法
人
東
京
林
業
土
木
協
会


中
村
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
坂
倉
賢
︵
一
般
社
団
法

人
横
浜
建
設
業
協
会

株
式

会
社
サ
カ
ク
ラ
︶

　
▽
谷
口
敦
︵
一
般
社
団
法

人
横
浜
建
設
業
協
会

栄
産

業
有
限
会
社
︶

　
▽
頭
山
俊
男
︵
一
般
社
団

法
人
横
浜
建
設
業
協
会

サ

ン
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
土
志
田
嗣
朗
︵
一
般
社

団
法
人
横
浜
建
設
業
協
会


都
筑
開
発
株
式
会
社
︶

　
▽
宮
内
康
治
︵
一
般
社
団

法
人
横
浜
建
設
業
協
会

宮

内
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
遠
藤
夏
美
︵
静
岡
県
中

小
建
設
業
協
会

遠
藤
建
設

株
式
会
社
︶

　
▽
長
田
芳
郎
︵
静
岡
県
中

小
建
設
業
協
会

長
田
建
設

工
業
株
式
会
社
︶

　
▽
中
村
満
︵
静
岡
県
中
小

建
設
業
協
会

中
栄
建
設
株

式
会
社
︶

　
▽
平
野
勝
啓
︵
静
岡
県
中

小
建
設
業
協
会

掛
川
土
建

株
式
会
社
︶

　
▽
堀
田
正
人
︵
静
岡
県
中

小
建
設
業
協
会

株
式
会
社

浦
川
建
設
︶

　
▽
犬
飼
将
清
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


弥
富
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
岡
田
司
︵
一
般
社
団
法

人
愛
知
県
土
木
研
究
会

岡

田
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
近
藤
義
則
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


丸
周
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
下
田
勝
彦
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


株
式
会
社
秋
吉
組
︶

　
▽
高
原
宏
︵
一
般
社
団
法

人
愛
知
県
土
木
研
究
会

高

杉
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
中
根
正
喜
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


中
一
建
設
工
業
株
式
会
社
︶

　
▽
水
野
貴
之
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


八
洲
建
設
株
式
会
社
︶

　
▽
山
田
晃
久
︵
一
般
社
団

法
人
愛
知
県
土
木
研
究
会


松
山
建
設
工
業
株
式
会
社
︶

　
▽
金
本
秀
明
︵
全
中
建
広

島
県
支
部

株
式
会
社
千
代

田
工
務
店
︶

　
▽
小
塩
芳
生
︵
全
中
建
広

島
県
支
部

有
限
会
社
小
塩

組
︶

　
▽
竹
内
朗
︵
全
中
建
広
島

県
支
部

株
式
会
社
竹
内
︶

　
▽
竹
本
勝
美
︵
全
中
建
広

島
県
支
部

高
田
舗
道
有
限

会
社
︶

　
▽
橋
本
寿
晴
︵
全
中
建
広

島
県
支
部

株
式
会
社
橋
本

建
設
︶

　
▽
三
谷
文
人
︵
全
中
建
広

島
県
支
部

瑞
穂
工
業
株
式

会
社
︶

　
▽
横
田
昌
宏
︵
香
川
県
中

小
建
設
業
協
会

横
田
建
設

株
式
会
社
︶

　全中建の財務
委員会（田邊聖
委員長）は５月
日、東京都東
銀座のコートヤ
ードマリオット
銀座東武ホテル

で委員会を開い
た。
　委員会では、
令和６年度事業
報告案及び同決
算案を了承し
た。

　
東
京
都
市
大
客
員
教
授
で
社

会
基
盤
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

の
木
下
誠
也
代
表
理
事
は
総
会

後

﹁
第
三
次
担
い
手
３
法
を

受
け
て
中
小
建
設
業
界
は
ど
う

変
わ
る
﹂
と
題
し
た
講
演
を
行


た

中
小
建
設
業
界
が
抱
え

る
課
題
を

生
成
Ａ
Ｉ
の
一
種

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
答
え
さ
せ

た
内
容
も
紹
介
し
な
が
ら

究

極
は
落
札
基
準
の
見
直
し
が
必

要
だ
と
し
た




退
　
　
任

あ
い
さ
つ

会
員
の
生
の
声
が
原
動
力

持続可能な中小企業実現へ
　土志田前会長　３期６年の軌跡　

活
動
強
化
　

存
在
感
高
め
る

担
い
手
確
保
危
機
は
目
前

周年記念で　　
国交省と意見交換

出
　

来
　

事

全　中　建　だ　よ　り（３） 第号年（令和年）　月日（金曜日）

年３月に開かれた国交相と建設４団体
意見交換には土志田会長と河﨑副会長（当
時）が出席（写真下）。また同年７月には
岸田首相（当時）とも面談し中小建設企業
の厳しい状況を訴えた

　
土
志
田
領
司
氏
は
２
０
１
９︵
令
和
元
︶

年
６
月
７
日
に
開
か
れ
た
総
会
・
理
事
会

で
全
国
中
小
建
設
業
協
会
の
会
長
に

就

任
の
抱
負
で
強
調
し
た
﹁
３
年
先
も
読
み

づ
ら
い
変
化
の
激
し
い
時
代

ど
う
継
続

性
を
持
た
せ
る
か

全
国
組
織
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
こ
と
は
３
期
６

年
を
通
じ
た
課
題
で
も
あ

た

土
志
田

体
制
が
ス
タ

ト
し
た

年
は

建
設
キ


リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︶

が
本
格
運
用
す
る
な
ど
新
た
な
時
代
の
幕

開
け
だ

た


　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
は

２
０
２
４
年
４
月

設
立
か

ら

年
を
迎
え
た
こ
と
を
受

け


年
１
月
に
国
土
交
通

省
幹
部
と

﹃

周
年
記
念

意
見
交
換
﹄
を
行

た

働

き
方
改
革
や
担
い
手
確
保


入
札
契
約
制
度
か
ら
国
が
技

能
労
働
者
の
賃
金
相
場
を
事

実
上
提
起
す
る
﹁
標
準
労
務

費
﹂
導
入
後
の
中
小
建
設
業

界
の
展
望
ま
で
幅
広
い
意
見

を
交
わ
し
た


　
意
見
交
換
で
は
全
中
建
側

か
ら

﹁
週
休
２
日
に
伴


て
工
期
は
伸
び
て
い
る
が
経

費
は
増
え
て
い
な
い
﹂
﹁


％
ル

ル
の
国
交
省
見
解
が

自
治
体
担
当
者
ま
で
周
知
さ

れ
て
い
な
い
﹂
﹁
小
規
模
工

事
の
歩
掛
か
り
が
機
能
し
て

い
な
い
﹂
﹁
技
能
者
の
な
り

手
が
い
な
い

３

４
年
先

の
危
機
を
感
じ
る
﹂
｜
｜
な

ど
多
様
な
意
見
が
出
た


□令和元（）年
・４月から低入基準範囲「―％」を「
―％」に。改定は年ぶり
・４月からＣＣＵＳが本格運用
・４月から大企業対象の「時間外労働上限規
制」開始（建設業は年）
□令和２（）年

・４月１日　全中建が指定公共機関に「地域
の守り手」姿勢鮮明
・上限規制で「隠れた労働時間」指摘
□令和３（）年
・自治体の「歩切り」「乗率」問題指摘
□令和４（）年
・設計変更の「％ルール」撤廃を要求

建
災
防
が

安
全
祈
願
祭全中

建
も

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
は
７
月
１
日

東
京
都
渋

谷
区
の
明
治
神
宮
神
楽
殿
で

安
全
祈
願
祭
を
開
き

全
国

中
小
建
設
業
協
会
も
参
加
し

た
‖
写
真
︵
前
列
中
央
に
土

志
田
前
会
長
︶

安
全
祈
願

祭
は
毎
年
７
月
１
日
か
ら
の

全
国
安
全
週
間
に
合
わ
せ
実

施
し
て
い
る


　
令
和
元
年
か
ら
３
期
６
年

に
わ
た
り

副
会
長
を
始
め

と
し
た
多
く
の
役
員

会
員

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

絶

大
な
ご
理
解
・
ご
協
力
が
あ


た
か
ら
こ
そ

が
む
し


ら
に
突

走
り
切
れ
た
と
思


て
い
る

全
中
建
の
創
立

以
来

先
人
が
目
指
し
た
一

部
を
就
任
時
に
次
の
３
つ
を

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た


　
１
つ
目
は

会
員
企
業
の

安
定
・
仕
事
量
の
確
保

２

つ
目
は
受
発
注
者
間
の
片
務

的
関
係
の
解
消

３
つ
目
は

全
中
建
の
知
名
度
ア

プ
と

財
政
再
建

こ
の
３
つ
を
目

標
に
６
年
間
活
動
し
て
き

た


　
成
果
と
し
て
は

国
の
指

定
公
共
機
関
登
録

歩
切
り

の
撤
廃
・
平
準
化
が
あ
る


確
実
に
成
果
と
し
て
出
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が

設
計

変
更

％
ル

ル
が
違
反
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
訴

え
続
け
て
い
る


　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
出
来
た

の
も

会
員
の
生
の
声
が
私

の
原
動
力
と
な
り

そ
の
声

を
国
会

国
土
交
通
省

地

方
自
治
体

地
方
議
会
へ
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
チ

ン
ネ
ル

を
駆
使
し
て
わ
れ
わ
れ
中
小

の
公
式
メ

セ

ジ
と
し
て

陳
情
し
た

一
部
具
現
化
で

き
た
の
も
す
べ
て
会
員
の
お

か
げ
で
あ
り

国
土
交
通
省

の
力
強
い
後
押
し
の
お
か
げ

で
あ
り

心
か
ら
感
謝
し
た

い


　
今
年

月
に
は
発
注
者


元
請

下
請
間
の
契
約
の
在

り
方

新
し
い
商
習
慣
と
し

て
末
端
の
下
請
け
ま
で
労
務

費
が
行
き
わ
た
る
仕
組
み
づ

く
り
が
本
気
で
現
在
検
討
さ

れ
て
い
る

後
任
の
会
長


副
会
長
が
い
ま
ま
で
の
実
績

を
踏
み
台
に
さ
ら
に
ス
テ


プ
ア

プ
し

全
中
建
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る


　

年
４
月

低
入
札
価
格

調
査
基
準
設
定
範
囲
が
予
定

価
格
の
﹁

％
｜

％
﹂
か

ら
﹁

％
｜

％
﹂
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
な
ど

年
ぶ
り

に
設
定
範
囲
が
改
定
さ
れ
た

ほ
か

大
企
業
を
対
象
に

﹁
時
間
外
労
働
上
限
規
制
﹂

が
適
用
開
始
︵
建
設
業
は
２

０
２
４
年
か
ら
適
用
︶
さ
れ

る
な
ど
働
き
方
改
革
も
否
応

な
く
進
み
始
め
た


　
２
０
２
４
年
か
ら
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制
適
用
を
見

据
え
全
中
建
は

東
京
都
中

小
建
設
業
協
会
と
連
携
し


こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た
﹁
労

働
時
間
﹂
を
表
面
化
さ
せ

﹁
中
小
元
請
け
の
経
営
を
苦

境
に
陥
ら
せ
る
﹂
と
し
て
問

題
の
解
消
を
国
土
交
通
省
ら

行
政
に
訴
え
た

具
体
的
に

は
常
設
作
業
帯
が
設
置
困
難

な
路
上
工
事
な
ど
で
資
材
置

き
場
か
ら
現
場
ま
で
の
往
復

移
動
時
間
が
労
働
時
間
と
し

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
で

積

算
上
の
作
業
時
間
８
時
間
の

確
保
が
出
来
な
い
こ
と
を
浮

き
彫
り
に
し
た


　
全
中
建
の
指
摘
を
受
け
国

交
省
は
資
材
基
地
な
ど
か
ら

現
場
へ
の
移
動
時
間
を
適
切

に
反
映
で
き
る
よ
う

年
度

か
ら
調
査
表
を
全
面
見
直
し

し

そ
の
後
歩
掛
か
り
改
定

が
行
わ
れ
て
い
る


　

年
４
月
に
は
全
中
建
が

政
府
か
ら﹁
指
定
公
共
機
関
﹂

の
指
定
を
受
け
た


　
ま
た

年
か
ら
は

積
算

上
の
予
定
価
格
を
切
り
下
げ

る
﹁
歩
切
り
﹂
や
﹁
乗
率
﹂

が
自
治
体
工
事
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
や
設
計
変
更
の

﹁

％
ル

ル
﹂
撤
廃
を
強

く
求
め
続
け
て
い
る




建
退
共
制
度
　

新
た
な
展
開
へ

複
数
掛
金
な
ど
今
秋
最
終
報
告

中
建
審
総
会
で
国
交
省

約
款
経
審
　

改
正
案
を
提
示

担
い
手
確
保
持
続
可
能
目
指
す

入
契
業
務
発
注
調
査
を
開
始

国
交
省
　

独
自
歩
掛
か
り
の
実
態
把
握

土
志
田
委
員
　

発
言
要
旨

全　中　建　だ　よ　り （４）第号 年（令和年）　月日（金曜日）

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

の
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
が
設
置
し
た
﹁
建
退
共

制
度
検
討
会
議
﹂
で

複
数

掛
金
の
導
入
や

電
子
申
請

方
式
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
の
連
携

強
化
も
視
野
に
し
た
電
子
申

請
方
式
利
用
の
イ
ン
セ
ン
テ


ブ
付
与
の
内
容
な
ど
の
議

論
が
進
ん
で
い
る

こ
の
有

識
者
会
議
に
は
全
中
建
か
ら

も
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い

る

現
行
の
建
退
共
制
度
は

一
律﹁
掛
金
日
額
３
２
０
円
﹂

で

年
納
付
し
て
も
退
職
金

額
は
４
０
０
万
円
程
度
に
し

か
な
ら
な
い

掛
金
額
の
選

択
肢
を
複
数
に
す
る
こ
と

で

退
職
金
額
の
増
加
を
可

能
に
す
る

今
秋
に
も
最
終

報
告
を
ま
と
め
る


　
建
退
共
本
部
が
検
討
会
議

を
設
置
し
た
の
は

建
退
共

制
度
の
財
政
検
証
を
行

て

い
る
﹁
労
働
政
策
審
議
会
中

小
企
業
退
職
金
共
済
部
会
﹂

が
今
年
３
月
会
合
で

予
定

運
用
利
回
り
を
現
行
１
・
３

％
か
ら
１
・
５
％
に
引
き
上

げ
る
以
外
に

建
設
業
法
改

正
な
ど
で
労
働
者
の
処

遇
改
善
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
建
退
共

制
度
の
改
善
検
討
を
求

め
た
こ
と
が
背
景


　
具
体
的
に
は

電
子

申
請
方
式
利
用
の
イ
ン

セ
ン
テ

ブ
の
ほ
か


元
請
け
や
事
業
主
が
掛

金
を
上
乗
せ
で
き
る
複

数
掛
金
制
度
の
導
入
検

討
を
明
記
し
た

建
退

共
が
行

た
複
数
掛
金

業
界
ニ

ズ
調
査
で
は

回

答
の
３
割
弱
が
１
０
０
０
万

円
以
上
を
希
望
し
て
い
る


　
中
央
建
設
業
審
議
会
︵
大

久
保
哲
夫
会
長
︶
が
６
月


日
開
い
た
総
会
で

国
土
交

通
省
は
﹁
建
設
工
事
標
準
請

負
契
約
約
款
の
改
正
方
針

案
﹂と﹁
経
営
事
項
審
査
の
改

正
の
方
向
性
﹂を
提
示
し
た


次
回
総
会
で
審
議
す
る

い

ず
れ
も
担
い
手
確
保
・
育
成


持
続
可
能
な
建
設
業
実
現
と

い
う
建
設
産
業
が
直
面
し
て

い
る
最
大
課
題
へ
の
対
応
が

目
的

中
建
審
に
は
全
中
建

か
ら
土
志
田
領
司
氏
が
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
る


　
国
交
省
が
提
示
し
た
約
款

改
正
事
項
案
は

①
﹁
コ
ミ


ト
メ
ン
ト
﹂
条
項
の
新
設

②
価
格
等
の
変
動
に
基
づ
く

契
約
変
更
協
議
に
関
す
る
条

項
の
見
直
し
③
そ
の
他
︵
各

種
規
定
の
適
正
化
︶
｜
｜
の

３
項
目

こ
の
う
ち
コ
ミ


ト
メ
ン
ト
︵
表
明
保
証
︶
は

中
建
審
が
今
年

月
を
め
ど

に
作
成
・
勧
告
す
る
﹁
労
務

費
の
基
準
﹂
に
関
連
し
て


労
務
費
・
賃
金
の
適
正
な
支

払
い
に
係
る
表
明
や
情
報
開

示
へ
の
合
意
︵
コ
ミ

ト
メ

ン
ト
と
総
称
︶
に
関
す
る
選

択
条
項
を
約
款
に
規
定
す
る

こ
と
を
中
建
審
の
も
と
に
設

置
し
た
﹁
労
務
費
Ｗ
Ｇ
﹂
で

議
論
を
進
め
て
い
る


　
ま
た
経
審
改
正
の
視
点
と

し
て
は
①﹁
技
能
者
を
大
切

に
す
る
企
業
の
自
主
宣
言
﹂

の
加
点
②
加
点
対
象
機
械
の

拡
大
③
許
可
・
更
新
時
に
確

認
す
る
社
会
保
険
加
入
審
査

項
目
の
削
除
｜
｜
の
３
点
を

示
し
た


　
約
款
と
経
審
改
正
方
針
に

先
立

て
国
交
省
は
中
間
整

理
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
﹁
労
務

費
の
基
準
︵
標
準
労
務
費
︶

Ｗ
Ｇ
﹂
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
も
説
明
し
た


　
労
働
力
の
確
保
に
つ
い

て

昨
年
ま
で
は

年
後
の

確
保
懸
念
を
主
張
し
て
き
た

が

今
現
在
は
２

３
年
先

が
心
配
だ


　
そ
う
し
た
な
か

わ
れ
わ

れ
地
方
の
中
小
建
設
業
は


災
害
の
発
災
時
に
は
即
出
動

し
て
消
防
・
警
察
と
一
緒
に

な

て
人
命
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
な
役
割
だ
と
思

て

い
る

自
社
で
保
有
す
る
機

械

自
社
で
確
保
し
て
い
る

直
用
の
労
働
者
な
ど
直
用
労

務
を
駆
使
し
て
道
路
啓
開
に

当
た

て
い
る
と
い
う
こ
と

を

改
め
て
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い


　
そ
の
上
で
だ
が

わ
れ
わ

れ
元
請
け
に
は

事
故
や
熱

中
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
元
請

け
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る


当
然
責
任
を
果
た
す
た
め
の

対
応
は
必
要
だ
が

一
方
で

サ
プ
ラ
イ
チ


ン
︵
も
の

づ
く
り
の
供
給
網
︶
の
最
上

流
は
発
注
者
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
︵
標
準
労
務
費
の
︶

Ｗ
Ｇ
は
進
め
て
欲
し
い
と
強

く
主
張
し
て
い
る


　
ま
た
約
款
改
正
は
大
変
あ

り
が
た
い
が

地
方
の
公
共

工
事
受
注
を
主
体
と
し
て
い

る
全
中
建
と
し
て
お
願
い
し

た
い
の
は

国
は
設
計
変
更

に
き
ち

と
対
応
し
て
も
ら

え
て
も

地
方
自
治
体
は

﹁
で
き
る
と
判
断
し
た
か
ら

受
注
し
た
ん
だ
ろ
う
﹂
と
か

﹁

％
ル

ル
﹂
を
盾
に
値

切
ら
れ
た
り

打
ち
切
り
に

な
る
こ
と
が
未
だ
に
起
き
て

い
る

こ
れ
ま
で
も
指
導
強

化
を
お
願
い
し
て
い
る
が


さ
ら
に
強
い
対
応
を
求
め
た

い


役
員
選
任
案
決
議

今
年
度
通
常
理
事
会

　
全
国
中
小
建
設
業
協
会
は

５
月

日
に
﹁
令
和
７
年
度

　
第
１
回
通
常
理
事
会
﹂


６
月

日
総
会
に
先
立

て

﹁
第
２
回
通
常
理
事
会
﹂
‖

写
真
‖
を
開
い
た


　
第
１
回
理
事
会
で
は

▽

令
和
６
年
度
事
業
報
告
案
▽

同
決
算
案
▽
同
監
事
監
査
報

告
な
ど
に
つ
い
て
決
議
し
た

ほ
か

共
済
制
度
運
営
委
員

会
や
今
年
度
ブ
ロ

ク
別
意

見
交
換
会
開
催
日
程
な
ど
が

報
告
さ
れ
た


　
ま
た
第
２
回
理
事
会
で

は

▽
役
員
選
任
案
▽
参
与

・
顧
問
・
相
談
役
案
▽
委
員

会
委
員
案
▽
協
議
員
案
▽
令

和
６
年
度
会
員
除
名
案
｜
｜

に
つ
い
て
決
議
し
た


　
国
土
交
通
省
は

入
札
契

約
適
正
化
法
に
基
づ
く
実
施

状
況
調
査︵
入
契
調
査
︶と


公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法

に
基
づ
く
実
施
状
況
調
査

︵
業
務
発
注
事
務
調
査
︶
を

始
め
た

国
交
省
の
標
準
歩

掛
か
り
と
異
な
る
独
自
の
歩

掛
か
り
の
作
成
状
況
や

市

町
村
の
発
注
担
当
職
員
の
育

成
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
新

た
に
調
べ
る

８
月
上
旬
ま

で
に
回
答
を
求
め


月
に

結
果
を
公
表
す
る

対
応
が

不
十
分
な
公
共
発
注
者
に
は

改
善
を
求
め
て
い
く


　
対
象
は

省
庁

特
殊
法

人
な
ど
１
２
０
団
体

地
方

自
治
体
１
７
８
８
団
体

工

事
と
業
務
の
入
札
・
契
約
に

つ
い
て

６
月
１
日
時
点
の

実
施
状
況
と
２
０
２
４
年
度

末
時
点
の
契
約
実
績
を
調
べ

る


　
入
契
調
査
で
は

独
自
歩

掛
か
り
の
作
成
状
況
を
新
規

で
調
査
す
る

国
交
省
の
標

準
歩
掛
か
り
や
都
道
府
県
の

歩
掛
か
り
を
準
用
し
て
い
る

か
ど
う
か
な
ど
を
確
認
す

る

市
町
村
の
発
注
担
当
職

員
の
育
成
に
関
す
る
支
援
状

況
も
両
調
査
で
新
た
に
調
べ

る


育
成
就
労
運
用

で
議
論
開
始国交

省

　
国
土
交
通
省
は

２
０
２

７
年
度
か
ら
始
ま
る
育
成
就

労
制
度
の
う
ち

建
設
分
野

の
制
度
運
用
の
方
向
性
を
定

め
る
議
論
に
着
手
し
た

外

国
人
材
の
中
長
期
キ

リ
ア

形
成
を
促
す
た
め

受
け
入

れ
企
業
に
育
成
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
引

き
の
内
容
な
ど
を
詰
め
る



月
に
も
報
告
書
を
ま
と
め

政
府
が

月
の
閣
議
決
定
を

目
指
す
分
野
別
運
用
方
針
に

そ
の
内
容
を
反
映
す
る



